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上での課題や問題点
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※ 本資料は、令和5年12月に実施した取組状況調査に併せて
ご回答いただいたアンケート結果を元に作成しています。



■流域治水等に対する住民の理解促進

○防災情報や流域治水に繋がる取り組みへの市民への周知は、自治体ごとに取り組みへの温度差が出ると考えられる。また、自治体に
おいて、周知における予算にも限界があることから、各流域において、国が中心となり、マスコミ等を活用していただく等、ＰＲして
いただきたい。

○いざという時の備えをしておくことが、災害等発生時にはいかに重要かということの意識付けを行うことが課題である。

○流域治水プロジェクトの住民への周知。

○水害リスクについて、地域住民への啓発が不足している。

（６月及び７月の大雨時に、避難指示が発令されているにもかかわらず、住民から避難すべきか数件問合せがあった）

○流域治水において、上流域での対策である「砂防」や「ダム」について、十分に認識や理解がなされていない。

○発電用専用ダムについては、流域面積に対して貯水量は小さいことから洪水時の流量調節は困難であることを流域に居住の方々へ積
極的に発信する必要がある。

⇒ 報道機関を通じた水防災意識向上のための普及啓発、水害リスクの「自分事化」、

 神通川流域治水プロジェクトの取組展開、自治体広報誌の活用、等

■助成制度の創設
○農耕地が多い富山県においては、用水が浸水被害に及ぼす影響が大きい。出水期の用水管理は土地改良区等を通して用水管理者に呼

び掛けているところではあるが、大雨時の即時対応には限界があるため、幹線用水に係る水門の自動化の補助制度等を創設してほしい。
内水被害に係ることであるが、内水はん濫は洪水に先行して起きるため、避難行動の支障になりやすく、対策が必要と思われる。

○溢水対策として、市街地に設置された農業用の小型水門を遠隔操作化するにあたり流域治水事業で取り組める補助メニューが無い。

⇒ デジタル田園都市国家構想、ワンコイン浸水センサ実証実験の活用

■その他

○河川流域毎の関係機関が一同に会した意見交換は、対策を講じる上で有意義と考えられるが、会議体が多いことから会議開催が精一
杯となっているように感じる。作成資料を簡潔にし、流域の関係機関にとって本当に必要なものが還元されるべきと考える。

○流域治水施策として様々な対策があるが、どこでどういった施策を実施すれば効果的かが不明である。

○森林境界の明確化、森林整備の担い手確保。

○気象予報技術の向上。アメダスやレーダーによる観測強化・気象衛星の整備・局地モデルの高解像度化等。

流域治水プロジェクトを進捗・深化させる上での課題や問題点
（協議会構成機関からの意見）
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○ＮＨＫ富山放送局が企画・制作する「かわ知り」※を通じて、地域住民に各河川の特徴や注意点の紹介し、

出水時の適切な行動を促した。

○あわせて、流域治水の推進の必要性についても紹介。

報道機関を通じた水防災意識向上のための普及啓発

※「かわ知り」は 自分の身近な河川に氾濫の危険が迫ったとき、どうしたらいいのか、いざというときに、水害から命を守るためのポイントを伝えるため、
ＮＨＫ各局が企画・制作している番組。テレビ放送後も、NHK富山放送局のHPで公開中。

※上記河川の「かわ知り」は テレビ放送後もNHK富山放送局のHPで公開中
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ラジオで流域治水の取組を紹介しました。（富山市（富山県）・２０２３年８月２日）

（富山河川国道事務所 関連）
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○東京大学の沖教授が代表するＳＤＧｓ社会実装研究事業の一環として始まった「神通川流域治水プロジェクト」に
参画・協力。

○神通川流域の市民のほか、科学者、行政、事業者、教育関係者、農業従事者など、様々な立場が同じ目線で膝をつき
あわせて対話することによって、それぞれの考え・立場を理解し、流域治水に対する深化が図られた。

○現在、富山県立大学が中心となって、神通川での取組を県内の他河川へ展開すべく準備を進めている。

研究者×市民×行政×…で考える「神通川流域治水プロジェクト」

多様なステークホルダーと共創する市民参加型ワークショップの様子
市民と対話する様子

行政から流域治水について紹介
ビジュアルプラクティショナーによって見える化された参加の考える流域治水 4



■さまざまな立場から見える流域治水を模擬体験する
 ～参画型ワークショップ～

○富山市や富山県立大学が主催・共催する神通川の流域治水に関するシンポジウムに参加し、神通川・常願寺川を上
空から撮影した動画をVRで見ていただくブースを出展。子供から大人まで、楽しみながら流域と治水について学んで
いただいた。

○ワークショップでは、具体的な流域治水施策による効果や課題について、参加者が異なる立場を疑似体験（ロールプ
レイ）しながら議論することで流域治水に対する理解を深めた。

■流域って、何だ？くらしといのちをつなぐシンポジウム

開催日：令和５年１２月９日（土）
参加者：約６０名（市民、学生、研究者、市議会議員、行政）
内 容：第１部 富山県立富山北部高校生による「流域治水」等を

テーマにした学習成果の発表
第２部 流域治水疑似体験ワークショップ

主 催：流域プラットフォーム※

※SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログラム「流域治水に資する動的運用ルールの共
創手法の構築と展開 」（研究代表者：東京大学 沖教授）の一環としての取組

設定した流域治水施策に基づき、実際に浸水をする地域の住民や、浸水する
地域を意図的に作ることで助かる地域の住民などになりきり議論

開催日 ：令和５年７月２２日（土）
主 催 ：流域プラットフォーム※ 来場者 ：１３０名以上
共 催 ：富山市、富山県立大学  後 援 ：富山県、富山河川国道事務所
協 力 ：東京大学、中央大学、岐阜大学、他
内 容 ：専門家による講演会、流域治水ジオラマ・ポスター等の展示

 ブース出展（自主防災会、県防災士会、神通川を楽しむ会、等）

富山河川国道事務所出展ブース（VR体験）の様子

会場の様子  専門家による講演会

＜主な意見＞

・実際に流域治水という考え方が
リアルに感じられた

・難しかったけれど、真剣に考え
ることができた

・流域治水の主体は誰だろうとも
う一度考えたくなった

・意外とみんな協力的なのかもし
れない

流域治水の普及啓発の取り組み
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自治体広報紙に掲載されました。（飯山市（長野県）・２０２２年１０月号）

（千曲川河川事務所 関連）
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（利賀ダム工事事務所関連）

自治体広報紙に掲載されました。（南砺市（富山県）・２０２２年９月号）
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（富山河川国道事務所関連）

自治体広報紙に掲載されました。（富山市（富山県）・２０２３年８月２日号）
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自治体広報紙に掲載されました。（立山町（富山県）・２０２３年２月号）

（富山河川国道事務所 関連）
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富山河川国道事務所
利賀ダム工事事務所
立山砂防事務所
神通川水系砂防事務所

富山河川国道事務所での展示状況

【内容】
・ 利賀ダムDXルームにて展示。
・ 利賀ダム諸元情報と併せ、庄川水系流域治水
プロジェクトの実施状況をパネルにて掲示。

神通川水系砂防事務所での展示状況

立山砂防事務所での展示状況

【内容】
・ 1階 広報スペースで展示。
・ 神通砂防の令和5年度活動報告等と併せ、神通川水系流域
治水プロジェクトの実施状況をパネルにて掲示している。

利賀ダム工事事務所での展示状況

【内容】
・ 1階 広報スペースで展示。
・ 砂防施設の紹介と併せ、常願寺川水系流域治水
プロジェクトの実施状況をパネルにて掲示。

【内容】
・ 1階 広報スペースで展示。
・ デジタルサイネージを利用し、各事務所の取組や
事業概要等を一定間隔で掲示している。

遠 景

利 賀 ダ ム神 通 砂 防

遠 景

近 景

遠 景

近 景

立 山 砂 防

富山地区広域圏クリーンセンターでの展示状況

【内容】
・ 9階 展望台のスペースを活用し展示。
・ 子供から大人まで、一般住民への周知を目的に
常願寺川水系での歴史等をパネルにて掲示。

連 携
（神通川水系）

連 携
（庄川水系）

連

携

（
常
願
寺
川
水
系
）

連 携
（常願寺川水系）

常願寺川水系の歴史

流域治水の取組

流域内事務所連携広報活動の実施について
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